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大事にしたいと思うこと
長　吉 泉（31年卒）
　ある祝日の晩来客中のことであるが，大変懐しい先生から電話をいただい
た。在学中，藤本幸太郎先生のゼミナールで，ご指導賜った飯塚仁之助先生か
らのこの「資料センターニュ　・一ス」への寄稿のご命令であった。もうかれこれ
10年以上もご無沙汰しているお詑の気持からの戸惑いと懐しさとが交錯して，
客の存在も忘れて喋りまくり，近日中お目にかかれるお許しをいただいた。
　たまたま，当日は，商学部の某教授のゼミナールのOB会に招かれて，その
盛大な20周年記念に接し，帰路の車中で藤本ゼミ時代を回想した直後であった
せいか，飯塚先生からの電話は殊に感受性が強かった。藤本ゼミのOB会（明
大桃園会）のメンバーは，4・5学年に止ったため，人数も少く，その中心を
失った今は年賀状の交換程度の交流に過ぎず，大変淋しい昨今である。飯塚ゼ
ミのOB会の末席に合流させて戴けないものかなどと勝手な望みをもっている
のは強ち私のみではないと思える。
　ただ，私の場合は，昭和29年藤本ゼミ（統計学）に入室を許された直後，ふ
とした原因で公認会計士試験の受験を志し，藤本先生方の許可を得て経理研究
所・特別会計研究室にも席を置いた。その関係で，今でも同研究所の運営委員
などということで度々学校にも出入りする機会があり，本学出身の会計士仲間
や受験生などとも会合を重ねてはいる。
　しかし，このことは，ゼミナール仲間への思慕の念とは別味のものである。
昨日，日本航空に勤務しているゼミナリステンから，パリ空港に転勤した旨の
挨拶状を貰って，「シマツタ！」と思った。先月（10月）下旬，愚妻とミユン
ヘンで開催された世界会計士会議に出席した後，パリ経由で帰国したばかりだ
ったからである。彼とは，沖縄復帰直後，仕事の関係で同地を訪れた時も全く
同じケースであった。もう15年以上も逢っていない。
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　話は逸れるが，ご多分にもれず，ヨーロッパ諸国の店頭には日本製品が第一・
級品として飾られており，数年前の訪問時とは比較にならない程日本経済の凄
まじさを感じさせられた。ところが意外にもヨーロッパの人々は，未だに日本
を後進国とみているらしい。例えばウィーソで聞いた話であるが，ウィーソ大
学における後進国からの留学生には授業料が免除されており，その中に日本人
留学生も含くまれているという。尤も，わが外務省はその必要性がない旨をオ
ーストリア政府に申入れているそうである。ヨー一　Pッパの古代文明をみるとき
「然も有りなん」とも思えないでもない。我々日本人として反省すべき一面を
感ずる。
　さて，私は可成り以前より，多くの会合に出席するなどして，人々との繋が
りを大事にするよう心掛けている。決められた会合だけでも月に5回を下るこ
とはない。ところが，最も大事なゼミナール関係の人々とはその機会が得られ
ていないのである。何時も，そのチャンスを期待しているのであるが……。そ
の原因は，誰かが機会を与えて呉れるであろうと甘えている点にあるらしい。
自分からそのチャソスを作ることを怠っているからである。
　私は，本職である監査業務のために多くの会社を訪問する。本社のみでなく
地方の工場や支店等にも際々行くのであるが，その時応対して下さる人が明大
出身者である時の楽しさは格別で，つい，仕事が甘くなり勝ちである。それ程
青春時代を委ねた明治大学に親しみを覚える。正に母校とは当を得た表現であ
ると思う。まして，同じ釜の飯で育ったゼミナリステン，ご指導を仰いだ先生
や先輩は言うに及ぽない。
　私は，人数は少いが，私共のゼミナール関係老が一同に会して一杯やれる制
度を復活すべく改めて努力したい。そしてこれらを通じて，明治大学出身者と
しての誇と希望のもとに，自己の職責に励むことができる喜びを続けたい。
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